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3 月 17 日（土）より 23 日（金）までの 7日間、カナダはブリティッシュコロン

ビア州のバンクーバーにて第 107 回 USCAP Annual Meeting が開催されました。

バンクーバーではUSCAP が 2004 年、2012 年にも開催されており、直近では 3回

目となります。会場は前回と同じで、ウォータフロントにあるバンクーバーコンベ

ンションセンターでした（写真 1）。会議となった建物は 2009 年にカナダプレイス

にある旧コンベンションセンター（現東館）の西側に建設された新館で、2010 年

に開催された冬季オリンピックではメディアセンターとして使用されました。この

会場の湾側から眺めることのできる絶景は素晴らしいものでした（写真 2）。東京

羽田ないし成田からバンクーバー国際空港まで直行便で約 9時間という、日本から

のアクセスの良さも手伝い、昨年のサンアントニオと比較して日本から多数の参加

者がありました。

今回の学会は昨年に引き続き Dr. Christopher D.M. Fletcher（写真 3）が

President、Dr. David D. Kaminsky が Executive Vice President をつとめられまし

た。学会のキャッチコピーは “GEARED TO LEARN”。日本語に訳すと ｢さあみ

んな準備はいいか！　学ぼう！｣ といったところでしょうか。この言葉はUSCAP

の性格を見事に表しています。当然のことながらこの学術集会では最新の研究成果

が発表され、議論されますが、その一方で数多くの生涯教育の場が提供されていま

す。特に学会 1日目（土曜日）、2日目（日曜日）のコンパニオン・ミーティング

では毎年臓器別、領域別の研究会、国際学会がシンポジウム、教育セミナーなどが

開催されており、様々な興味のあるテーマについて最新の知識を得ることができま

す。そのいずれもが明日からの病理診断に役立つ内容です。学会 4日目の Business 

meeting（総会）では、各専門領域を代表するそうそうたる Pathologists が自分のキャ

リアの中で出会ったMentor にどのような影響を受けてきたがについて語るビデオ

が流されていました。こうした人間関係を重視する姿勢もまた、多くの参加者を引

きつけているのだと思われます。

学会 3日目（月曜日）から 5日目（水曜日）は一般口演、ポスター発表が中心で、

昨年に続き次世代シークエンサーを用いたゲノム解析による腫瘍の新たな分子遺伝

学的分類、疾患概念の提唱、分子標的の探索などが多くの領域で話題となっていま

した。最後の 2日間は IAP 日本支部が毎年開催しているような臓器別、疾患別の

ショートコースが開催されました。また、夜は連日にわたって症例指向型のセミナー

である Specialty conference が各臓器別に開催されました。

毎年学会 3 日目（月曜日）に企画される特別講演である Nathan Kaufman 

第 107 回米国・カナダ病理学会（USCAP）が
開催されました

熊本大学医学部附属病院病理診断科　三上芳喜
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Timely Topics では ダートマス大学内科学教授である Dr. 

Gilbert Welch が ｢Overdiagnosis & Cancer Screening: 

Challenges Posed by Birds, Rabbits, and Turtles｣ というタ

イトルで、がんの疫学、動向を俯瞰する際のピットフォール

を腫瘍生物学の視点から解説しました。がんの罹患率と死亡

率の推移を規定する因子は多岐にわたっており、その評価に

あたっては病理学的知識が不可欠であることをわかりやすく、

かつユーモアを交えながらお話しいただき、あっという間の

一時間が過ぎました。また、4日目（火曜日）のThe Maude 

Abbott Lecture ではMDアンダーソンがんセンターの Dr. 

Stanley Hamilton が ｢Individualized Cancer Therapy｣ とい

うタイトルで、がんの個別化医療における病理の役割、将来

への方向性について包括的に解説をされました。この内容は

4日目（水曜日）に終日開催されたロングコースのテーマに

つながるもので、病理医が医療の現場でその存在意義を示す

ために多くの示唆を与えてくれました。これらの講演の内容

の殆どはUSCAP のホームページで PDF ファイルなどのか

たちでハンドアウトとして提供されていますので、興味のあ

る方はアクセスしてみてはいかがでしょうか（https://www.

uscap.org）。

前述のように今回のUSCAP では日本からの参加者が多く、

特に若い先生方の姿が目立ちました。また、その中の多くの

先生方が各セッションで演題発表を出されており、大変心強

く思った次第です。学会 4日目の火曜夕方には、日本各地お

よび米国などで活躍されている病理医の交流の場である恒例

の JAPAN NIGHTが開催されました。

さて、この学会の基本参加費は 499 ドルで、コンパニオン・

ミーティングへの参加も合わせると 699 ドルとなります。さ

らにロングコースは 329 ドル、半日のショートコースは 289

ドルです。日本の一般的な学会の参加費と比較しますと高額

であるといえますが、それだけの価値がある内容であること

は間違いありません。USCAP 非会員はさらに高額となりま

すが、IAP 日本支部の会員であってもUSCAP 会員と同じ参

加費が適用されますので、このメリットを近隣の病理医の

方々にも宣伝いただければ幸いです。次回の Annual 

Meeting は 2019 年 3 月 16 日から 22 日の予定で米国メリー

ランド州のNational Harbor において開催されます。東海岸

であるため日本からは遠路となりますが、是非ご参加ください！

IAP VP、JDIAP 東京事務局　松原　修

1．Executive Committee Meeting

3 月 18 日（日曜日）の 13：00-15：00 に開催された。Dr. 

George Kontogeorgos から President Report があり、まず

Dr. Konrad Muller（Australia, past President of the IAP）、

Dr. Marcello Franco（Brazil, President of the XXVIII 

International Congress, Sao Paolo, 2010） と Dr. Eduardo 

Santini de Araujo（past President of the IAP）の 3 人の訃

報が話された。会長として第 10 回 APIAP、APSMI in Bali、

第 29 回 European Congress of Pathology in Amsterdam、

Tel Aviv、SP Update and Junior Academy meeting in Ho 

Chi Minh City, the 40th Annual Pakistan Association of 

Pathologist Conference、Sydney の 2022 Congress へ向けて

の視察へ出かけたこと、Goodwill/Visiting/Ambassador 

写真2．コンベンションセンターから眺め．バンクーバー湾とノースショ
アの山々．

写真3．Nathan Kaurman Timely Topics の演者を紹介する
PresidentのDr. Christopher Fletcher.

2018 年 USCAP Vancouver での会議報告

写真1．会場となったバンクーバー・コンベンションセンター
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Program の説明、central IAP の website の 改善のこと、

News Bulletin の hard copy が廃止されその後の解決がまだ

行われていないこと、Armenia, Vietnam と Cambodia から

IAP Division の発足の訴えがあるが、これらの国では病理学

の教育・研修制度が 4年間ほどではないので、支部を認める

ことが難しいことなどが話された。

Dr. Ray McMahon から Secretary’s Report があり、多数

の報告があった。中でも 2024 年の IAP Congress について立

候補に興味を示しているのは、日本、フランス、イタリアと

メキシコ Cancun とのことであった。今年の Amman の

Congress で次の President-elect を選ぶので、Nominating 

Committee が選考を始めていることが話された。各Division

の 他 に African Assembly, Asia-Pacific, European, Latin 

American, Arab Division（Assembly）と USCAP（Assembly

として機能している）の６つのAssembly が機能しているこ

と が 強 調 さ れ た。IAP Organizational Structure Review 

Committee が Dr. Samir Amir が President の時から再構築

のことを議論してきている。Amman の Congress の時の

Council で提案すると。6月 30 日までに提案があればするよ

うにと。Europe と Asia-Pacific の VP の定員を 4人から 5人

に増やすこと、各Assembly の強化、President と Congress 

venue について geographical distribution を考慮することな

どが話された。このことは同じ Assembly から連続して

President, Congress venue を選ばないことだと。Amman で

開催を誘致する福岡が Sydney Congress の次に当たるのでど

ういう影響を受けるのか心配である。ただ、これがAmman

で、また Congress venue も Amman で決めるので、連続し

てはだめという適応は、その次からとなるのではないかと考

える。Secretary 機能の点で、Dr. David Hardwick（Emeritus 

Secretary）と Charles Ramey に大変助けてもらっていて、

引き続き助けを必要とすること、またManchester での自分

の Secretariat の仕事をMs. Allison Booth に手伝ってもらう

ことを話された。

続いてDr. Henry Tazelaar の Treasurer Report、Finance 

Committee Report、Education Committee が 行 わ れ、

International Pathology（IAP 本 部 の News Bulletin） の

EditorだったDr. Robin Cookeが辞任して、後任はまだ決まっ

ていないことと hard copy は廃止して、web 上だけのものと

することが改めて報告された。Gold Medal を Dr. H. K. Ng

に授与すること、Gold Medal に David Hardwick の冠をつけ

ることが決まった。

2．Education Committee Meeting

3 月 18 日（ 日 曜 日 ） の 9：30-11：00 に 開 催 さ れ た。

Education Committee Support で、Agria, Greece,（Helenic 

Division）, Ho Chi Mihn City, Vietnam,（Hong Kong Division）, 

Phnom Penh, Cambodia,（AAPIAP）, Johannesburg, South 

Africa,（African Aseembly）が行われたり、予定されている

ことが報告された。Amman Congress への Bursaries が報告

さ れ、Arab Division が 100,000, USCAP が 25,000, British 

Division が 28,000, Taiwan, Australasia と Korea が 6,000, 

IAP Senior Path が 5,000, Japan と Hong Kong がそれぞれ

3,000 USD との内訳でした。1,500USD per one person との

計算で、合計額が 189,500USD で、116 人分となります。日

本は例年 3,000USD を寄付してきましたが、少し少ないかも

しれません。この他に、British Div は 自国の 8 人に、

German Div は 5 人に寄付金を交付しています。終わりに

Cambodia, Laos, Vietnamのことが時に議論された。4年生の

教育システムがないこと、近隣のDivision の手助けで教育の

充実、メコンDivision はどうかなどが議論された。

3．USCAP Business Meeting

3 月 17 日（土曜日）の 15：00-16：00 に開催された。Dr. 

Christopher Fletcher 会長の司会のもとに、種々の報告があっ

たが、ワインかビールを飲みながら、また説明も paperless で、

Powerpoint での joke を交えた楽しいものであった。まずは

Dr. David Kaminsky Executive Vice President による報告、

Sustainability of members for life, Life-long Learning, The 

Best of Translational Research, Engagement, Mentoring, 

Ethical Behavior についてUSCAPの取り組みの説明があり、

Palm Springs（CA）においての Interactive Learning が話さ

れた。Registration が、全員で 4,607 人、北米以外から 1,238 人、

不 明 が 77 人 だ そ う で す。Abstract submitted 3,263 件、

Accepted 2,304 件（70.6 %） で、for Posters 2,024 件、for 

Platforms 280 件だったと。また、各コース（有料）では、

Short course attendees 4,071 人、Long course 381 人、

Special course 1,146 人、Companion Society Conference へ

の参加者が6,586人、Evening Speciality Conference へは9,012

人が register されたそうです。実際は当日受付があって、こ

れ以上でしょう。Finance Committee の報告、$7.0 million の

予 算 と。Membership Committee か ら は Travel Grants 

Award が 15 人へと。Regular Member が 4,068 人、Trainee

が 1,312 人など合計で 7,158 人だと。米国が 5,494 人、カナダ

が 614 人、国際が 994 人、不明が 56 人。University/Medical 

School が 3,724 人、Practice Venue が 2,018 人、Community 

Hospital が 1,635 人、Independent Lab が 663 人、

Government/Research 137 人、Medical Examiner が 32 人、

VA System が 40 人など。Foundation Committee からは、

Innovating Education, Fostering the Next Generation of 

Pathologists, Promoting Global Health へ投資していることが。

Low-resource countries の Afghanistan, Albania, Armenia, 

Bamgladesh, Dominican Republic, Egypt, El Salvador, 
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Ghana, Iran, Iraq, Malawi, Myabnar, Nepal, Nigeria, Panama, 

Paragiuay, Peru, Phillipines, Rwanda, Sudan, Thailand, 

Uzbekistan, Vietnam か ら 110 名 の 病 理 医 を eLearning 

Centerで招待したと。Publication CommitteeからもLaboratory 

Investigation（採択率 30％、IF 4.447）, Modern Pathology（採

択率 24％、IF 6.306）などの報告。Nominating Committee

か ら、President に Dr. Wendy Frankel, President-Elect に

Dr. Joel K Greenson が指名された。

4．Mr. Jim Crimmins thank you party

Jim さんが 2018 年 6 月 30 日をもって retire されることが

報告され、Assistant Treasurer はMr. Travis Newman が引

き継ぐこと、Congress Cordinator の仕事は後継者を作らず、

各CongressにおけるProfessional Congress Organizer（PCO）

が担うこととなった。3月 20 日（火曜日）の夜に感謝の会が

有志で開催され、Jim さんの他、Dr. George Kontogeorgos、

Dr. Ray McMahon、Dr. David Hardwick、Dr. Martin Hale、

Mr. Charles Ramey、1 人知らない方と私の 8人のみの参加

でした。同日同時間にUSCAP の Executive Vice President

の Dr. David Kaminsky の Cruise Party が あ り、 多 く の

USCAP, IAP 関係者がそちらに参加したようでした。Jim さ

んは進駐軍の子供で、横浜辺りで幼少期を過ごされ、そのせ

いか日本びいきの方だったと思います。長年、IAP, USCAP

のために貢献されたことに感謝です。

愛知医科大学病院　病理診断科　都築豊徳

日本からの参加者、アメリカ在住の日本人病理医の交流を

目的として毎年恒例のジャパン・ナイトが 3月 21 日、17 時

30 分より Pan Pacific Vancouver Hotel にて今回は 59 名の

方々の出席を頂きました。IAP 日本支部会長である加藤良平

先生（山梨大学）による開会の御挨拶に続き、次期会長であ

る吉野正先生（岡山大学）より英語による御挨拶がありまし

た。吉野先生は 2021 年岡山で開催されるAPIAP 会長でもあ

り、国際的プレゼンスを示す意気込みが十分に感じられる内

容でありました。その後、IAP の現会長である Dietmar  

Schmidt 先生（Pathologie Viersen、ドイツ）より、IAP の

現状と今後の方向性に関する、非常に示唆に富む御挨拶があ

りました。その後は、しばらく参加者相互の歓談となりまし

た。留学などでしばらく日本を離れられている先生との会話

が弾む一方、普段顔を合わせている日本人同士の会話も非常

に活発であり、楽しい時間が過ぎました。これも異国の地で

開催されるジャパン・ナイトの醍醐味の一つと言えるかと思

います。その間ですが、吉野先生と私とは Schmidt 先生御夫

妻と歓談する機会を頂きました。Schmidt 先生御夫妻からド

イツにおける IAPの現状と問題点を伺うとともに、IAPに対

する強い思いや今後の IAPの発展すべき方向を拝聴しました。

2021 年の APIAP の開催及び 2024 年開催予定の IAP 総会誘

致に非常に有益な助言を頂いたと思います。楽しい歓談の合

間に在米日本人病理医の自己紹介が行われ、日本に在住の病

理医にとっては非常に興味深いお話が沢山伺うことができま

した。それに引き続き、日本からの留学中の先生方による報

告が行われました。お話しされた先生は皆留学を満喫されて

いるようで、非常に前向きなお話を聞くことができました。

帰国後の先生方の活躍が期待されるところです。最後に、日

本からの参加者による自己紹介がなされました。こちらの方

は、改めて自己紹介をする先生方の気恥ずかしい雰囲気が伝

わってくる話ぶりで、日本の学会では見られないジャパン・

ナイトならではの風物詩といえると思います。参加者の自己

紹介の途中からは IAP の名誉事務局長である David F. 

Hardwick 先生（ブリティッシュ・コロンビア大学、カナダ）、

Executive assistant である Charles Ramey 氏がレセプション

会場に足を運んで頂き、日本支部会員との交流を深められま

した。

会の終わりにはIAP事務局長であるRay McMahon先生（マ

ンチェスター大学、イギリス）による、JDIAP を称賛される

USCAP2018 Japan Night in Vancouver

参加者の全体写真
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格調高い御挨拶がありました。McMahon 先生は昨年の 11 月

に日本を訪れられ、IAP 総会の予定会場である福岡国際会議

場を見学されて見えます。その体験を踏まえ、福岡は 2024

年の IAP総会開催にふさわしい場所であるとの非常に力強い

声援を送って頂きました。この内容には参加者全員が非常に

強い感銘を受けました。

会の終了後は、学会会場に再び向かう先生方や他のレセプ

ションもしくは二次会に向かう先生方など様々でした。しか

しながら、参加された全ての先生は充実した時を過ごすこと

ができた満足感で一杯であると思いました。次回のUSCAP

はワシントンで開催される予定です。学会自体は非常に密度

の高いもので、時間のやりくりが難しい場合もあります。し

かしながら、ジャパン・ナイトで行われる多くの先生方との

交流や意見交換は非常に意義深いものと思われます。海外で

活躍される先生方や日本では直接接する機会が少ない先生方

との交流もジャパン・ナイトならではの醍醐味です。今回参

加された先生方には次回の御参加も期待するとともに、一度

もジャパン・ナイトに参加されたことがない先生方も、ぜひ

次の機会には参加して頂ければと思いました。

東京慈恵会医科大学病理学講座　佐藤　峻

今年のUSCAP は 3 月 16 日から 23 日の日程で、カナダ・

バンクーバーの Vancouver convention centre で開催され、

私を含む慈恵医大のチームも参加してきました。概要は別稿

で諸先生方が触れられていると思うので、若手医師の体験記

という観点で書きたいと思います。私が初めてUSCAP に参

加したのは、まだ研修医であった 2011 年のサンアントニオ

開催のことで、今年で 6回目の参加になります。エコノミス

ト誌による住みやすい都市ランキングの常連、バンクーバー

ということで以前から楽しみにしていた今年のUSCAP です

が、初めて platform presentation に採択されてしまい、英語

の苦手な私は緊張の中での旅立ちとなりました。USCAP で

は最初の土日に companion society の meeting があるのです

が、 私 が 所 属 し て い る ISUP（International Society of 

Urological Pathology）の meeting は諸般の事情でキャンセ

ルとなり、発表スライドの調整と原稿暗記に勤しんでおりま

した。また、17 日夜にはNHLの試合観戦＋現地に留学して

いる大学同期との会食があり、旧交を温めることができまし

た（写真）。時差ぼけと緊張による不眠の中迎えた 19 日午前

の発表でしたが、懸案のディスカッションは質問者の先生方

が日本人に配慮して比較的ゆっくり話していただいたおかげ

で何とか回答することができ、無言で立ち尽くすという事態

は回避することができました。念のため紙に印刷した原稿を

持参しましたが、例年と比較して小さい会場であったため、

紙をめくる動作が非常に目立つと思われ、壇上に持ち込むこ

とは断念しました。英語が苦手な方で口演をなさる場合は、

しっかりと原稿を読み込んで覚えていった方がよいと思いま

す。自分の発表を終えた後は泌尿・生殖器分野を中心にポス

ター、口演を見聞きして回りました。USCAP はポスター発

表でも症例報告を基本的に採択していないため（解剖など例

外はあります）、各分野の topic を把握することができ、自分

の今後の研究材料を考えるうえでも非常に参考になります。

また、同会場の展示会においては、洋書が amazon よりも安

い価格で販売されていることもあるため、現地で買うと経費

の節減にもなります。20 日火曜日の夜には IAP 日本支部主

催の Japan night が催され、そちらにも出席しました。日本

を離れて現地でご活躍されている先生方のお話を伺うことが

でき、刺激を受けました。その後は数名の先生方と連れ立っ

てステーキハウスに向かい、Alberta beef のステーキを堪能

しました。American beef のステーキは日本国内のレストラ

ンでも味わえますが、Alberta beef も負けず劣らずの絶品で

した。ちなみに Alberta とはバンクーバーがある British 

Colombia 州の隣の州で、カナディアンロッキー観光で有名で

Schmidt先生のお話を拝聴する様子

日本以外の国からも参加していただきました

USCAPに参加して
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すが、畜産業も主要産業の一つのようです。21 日の午前中に

は精巣腫瘍の short course を聴講し、22 日に帰国の途につき

ました。

今年のUSCAP も例年にも増して有意義な時間を過ごすこ

とができました。USCAP では WHO blue book や AFIP 

atlas の著者にもなっているような世界的に有名な先生方と

ディスカッションを交わすことができることも魅力的です。

まだ参加されたことがない若手の先生方も、忙しい時間を割

いて一度は参加していただくと、モチベーションも得られ、

貴重な経験となるのではないでしょうか。惜しむらくは、私

の英語力が低いため十分なディスカッションができなかった

ことで、これは毎年思っていることではありますが、語学の

学習にも精進しなければならないと改めて痛感しました。

最後になりましたが、私の出張のためにご迷惑をおかけし

た医局スタッフの方々、現地でお世話になった IAP日本支部

の先生方には、重ね重ね、お礼を申し上げます。どうもあり

がとうございました。

産業医科大学医学部第一病理　松山篤二

手ぶらで参加するわけにはいかないことに加え、海外での

発表にはそれなりのクオリティが要求されますので、

「USCAPに行きたい」というのは研究の大きなモチベーショ

ンになります。今回、2014 年以来 4年ぶりにUSCAPに参加

させていただきました。

昨年ほどではないのでしょうが、今年も肺、乳腺、消化管

等を中心に PD-L1・PD-1 がらみの演題が散見されました。ペ

ムブロリズマブ・ニボルマブの適応は今後拡大されていくと

のことで、インパクトのある新規分子標的薬の出現までこの

傾向は続くのかも知れません。その他の演題の傾向として、

パラフィン包埋腫瘍組織を対象とした次世代シーケンス

（NGS）を用いた分子解析が一般的に行われつつあることを

以前に増して痛切に感じました。様々な腫瘍の細分類と癌関

連遺伝子ホットスポットの変異や増幅との関連性の解析が主

たる方法でした。私が興味を持っている骨軟部腫瘍の分野に

おいては、NGS の応用はしばしば融合遺伝子をターゲットと

しており、既知の融合遺伝子が陰性であった例をNGS解析し、

検出された新たな融合遺伝子を発表内容の一部とした演題が

散見されました。それらの新規融合遺伝子は各 1例で検出さ

れたのみである場合も多く、診断学的あるいは治療のター

ゲットとして用いることが難しいのはもちろん、ドライバー

遺伝子として腫瘍形成に重要な役割を果たしているかどうか

不明なものもあるように思われます。そのような中で、過去

に小円形細胞腫瘍で報告のあるEWSR1-NFATC2融合遺伝子

が検出された 2例の上皮様形態を示す肉腫の演題や、新規融

合遺伝子 CLPTM1L-FBN1 が検出された 2例の紡錘形細胞肉

腫の演題が個人的には印象に残りました。一方、近年よく取

り上げられる骨軟部領域における融合遺伝子以外の特定の分

子機構として、ヒストン蛋白の変異やメチル化等が挙げられ

ますが、骨巨細胞腫や軟骨芽細胞腫を対象としたH3 ないし

H3.3 バリアントの変異蛋白に関する免疫組織化学的研究の演

題も多数みられました。特異性が高く診断に有用であるとと

もに、様々な細胞が混在し二次的変化もみられるそれらの腫

瘍で、腫瘍細胞を同定するのにも役立つことも示されていま

した。

USCAP では近々外科病理学雑誌に掲載される研究を一足

早く知ることができるとともに、見逃したあるいは目にして

いるにも関わらず記憶に留めることができなかった知見を再

認識させてくれます。来年は是非、若手の先生と一緒に参加

したいと思います。

日　時：2018（平成 30）年 2月 9日（金）14 時 -16 時

場　所：品川プリンスホテル

出席者： 石川、岩下、小田、加藤、清川、中谷、中村、長尾、

羽賀、久岡、廣瀬、松原、森谷、吉野、魚返（事務局）、

大谷（事務局）

欠席者：岩崎、長村、都築、内藤、橋本、三上

ビジターチーム、San Jose Sharksのベンチ裏から

USCAP2018 でのトピックス

2018 年 IAP日本支部第 1回理事会
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■報告事項
1．2018 年理事、役員、各委員会の確認

2．2018 年開催予定国際会議、学術集会について

3．2017 年第 57 回 IAP 日本支部病理学教育セミナー報告

4．2017 年第 15 回日韓合同スライドカンファレンス報告

5． 委員会報告　広報、病理診断学術奨励選考、Award、理

事指名、合同会議

6．庶務報告…会員数、納入状況、収支確認

■審議事項
8．2018 年事業計画の確認

9．2018 年病理学教育セミナー…演題および演者が決定

10． 日本病理学会秋期大会・国際ポスターセッション IPS 招

聘国の決定

11．Advanced Prostate Pathology Course in 愛知医科大学

12．2018 年第 2回ふぁんだめんたる講習会

13． 2018 年第 107 回日本病理学会にてコンパニオンミーティ

ング開催

14．2018 年第 7回日台合同スライドカンファレンス

15．日台の交流事業／ 16．日韓台 3か国の合同 SCの検討

17．2021 APIAP Congress の準備

18．2024 年 IAP Congress 福岡開催地立候補

19．その他

 ・シニア会員申請承認

 ・Nepal Division から支援要請

2018 年事業計画
 1 月　 News Bulletin No.1　発行 

本部会費、購読料、寄付金送金

 2 月　第 1回理事会（9日 , 品川）

 3 月　 USCAP Annual Meeting（17 -23 日 ,Vancouver, 

CA） 

20 日　Japan Night, Pan Pacific Vancouver

 4 月　 News Bulletin No.2 発行 

Advanced Prostate Pathology Course in Aichi（21 

-22 日 , 愛知医科大学病院）

 5 月　 第 2 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会（19  

-20 日）

 6 月　 日本政府観光局支援：Prof. Dietmar Schmidt 招聘

来日 

＊ 1 -3 日臨床細胞学会＠札幌 

第 2 回理事会（21 日予定） 

第 107 回日本病理学会コンパニオンミーティング

21 日（木） 

病理診断学術奨励賞公募開始

 7 月　 News Bulletin No.3 発行（7月～ 8月） 

教育セミナーオンライン申込み開始

 8 月　理事指名委員会

 9 月　 USCAP雑誌購読オンライン申込み開始 

News Bulletin No.4 発行

10 月　 第 32 回 IAP 国際会議（14 -19 日 , Jordan） 

第7回日台合同スライドカンファレンス（27 -28日）

病理診断学術奨励賞選考 

理事選挙公示・投票

11 月　 第 3 回理事会（22 日予定 , 呉市文化ホール他） 

IAP 日本支部病理学教育セミナー（24 日 , 広島国

際会議場） 

第 58 回 IAP 日本支部総会

IAP 日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　石川雄一

下記の要領にて 2018 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

会議の様子

理事会後の集合写真

2018（平成 30）年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募
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問わない）

選考対象： 2017 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

（E-pub も含む）診断病理分野における優れた英文

論文（1編）。但し、留学先での仕事ではなく日本

での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書（JIS 版）

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推

薦人がいない場合）A4用紙 2枚以内（書式は問わない）

3． 論文の別刷 7 部（1 部はオリジナル、他はコピー可）。

PDFの場合はカラーコピー 7部（PDFファイルでなく、

書類を提出）

応募の締切：2018 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 812-8582 福岡県福岡市東区馬出 3-1-1 

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付　

IAP日本支部福岡事務局 

「IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会

宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者を秋の

IAP 日本支部病理学教育セミナーにおいて表彰する。また、

受賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

IAP 日本支部教育委員長　長尾俊孝

本年度は下記の通り、第64回日本病理学会秋期特別総会（呉

市で開催）の翌日、広島市にて行います。

IAP日本支部主催　日本病理学会後援

日　時：2018（平成 30）年 11 月 24 日（土）

会　場： 広島国際会議場　広島市中区中島町 1-5 

（平和記念公園内）

会　長：谷山　清己（呉医療センター・中国がんセンター）

副会長： 安井　　弥 

（広島大学大学院医歯薬保健学研究院分子病理学）

病 理 診 断 講 習 会 　（午前）

特別講演　演者：Tseng-tong Kuo 先生

Chang Gung Memorial Hospital, Taipei、Taiwan（英語講演）

Reflection on My Forty Two Years of “Skin Game” with a 

Special Report on Cutaneous Malignant Lymphoma in 

Northern Taiwan

座長：橋本　　洋（株式会社臨床病態医学研究所）

特別講演の概要

前台湾病理学会会長、IAP台湾支部の創始者であるTseng-

tong Kuo 先生に永年にわたる皮膚病理へのご功績、ご業績、

胸腺腫瘍、菊地病、リンパ腫、鼻咽腔癌でのWHO Bluebook

への関与のこと、加えて皮膚リンパ腫病理の様々な面、台湾、

アジアと欧米との地理病理学的な比較について講演していた

だきます。米国Washington 大学でのAckerman 教授、Rosai

教授との長い交流のこと、一般外科病理学にも造詣が深く、

大変興味あるお話を聴かせてもらえると思います。昨年から

始まった日台 IAP 交流事業の一環として、今年はKuo 先生

に若い 3人の先生ともども来日していただき、特別講演をお

願いしました。

教育講演（1）演者：吉野　正

「節外性リンパ腫（1）：イントロダクションと消化管 B細胞

リンパ腫」

座長：加藤　良平（伊藤病院病理診断科）

教育講演（2）演者：中村直哉 

「節外性リンパ腫（2）：他臓器及びT/NK細胞リンパ腫」 

座長：小田　義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理

学）

教育講演の概要

リンパ腫の罹患率は、近年増加傾向が著明である。推計値

ではあるが、国立がん研究センターによるとリンパ腫は悪性

腫瘍中本邦では第 8位米国 SEER では第 7 位となっている。

すなわち、本邦も欧米とも増加傾向は同様である。しかし、

両者間には大きな差異がある。本邦では節外性と節性は罹患

率がほぼ同じであるのに対して、欧米では明らかに節性優位

である。本講習会では比較的遭遇する機会の多い節外性リン

パ腫の特性、全リンパ腫の 1/4 程度を占める消化管リンパ腫、

2018 年 IAP日本支部
病理学教育セミナーのお知らせ

吉野　正先生 中村直哉先生Tseng-tong Kuo先生
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診断困難例が多いT/NK細胞リンパ腫、及び皮膚のリンパ腫

について特別講演と教育シンポジウムにて全貌が理解できる

ことを目指す。

スライドセミナー 　（午後）

 （順不同）
＊皮膚の腫瘍性疾患…上から下まで所見をとりながらのア
プローチと鑑別診断
新井　栄一（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）
＊骨髄病理の基礎と診断
伊藤　雅文（名古屋第一赤十字病院病理部）
周産期胎盤と絨毛性疾患
南口早智子（京都大学医学部附属病院病理診断科）
非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科分子・診断病理学
分野）
改訂WHO分類からみた脳腫瘍の病理診断
小森　隆司（東京都立神経病院検査科）
リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会がん研究所分子標的
病理プロジェクト・病理部）
頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　　宏（石川県立中央病院病理診断科）
小児腫瘍
田中　祐吉（神奈川県立こども医療センター病理診断科）

＊印は新規コース。

受講料
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

午前の部
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円

午後の部
スライドセミナー
（1コース）

10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

※ 病理診断講習会はハンドアウト代を、スライドセミナーは

バーチャルスライド閲覧・ハンドアウト・CD代を含みま

す（なお、CDは「頭頸部腫瘍の病理」と「小児腫瘍」の

みとなります）。

専門医更新単位は、午前中の診断講習会では各講演で 1単

位ずつ、午後のセミナーでは各コース 2単位ずつの取得が可

能です。

なお、申し込みは午前・病理診断講習会、午後・スライド

セミナーともに決められた期間中にWeb 上にて行って頂き

ます。期日以降の申し込みや当日の受け付けはできませんの

でご注意ください。また、受講料の入金も指定した締切日ま

でに銀行振込が必要です（当日会場での支払いは原則的に受

け付けません）。申し込みのみで未入金の場合、事前の重要

資料（領収書、ハンドアウト引換券、スライドセミナー用バー

チャルスライド閲覧のためのパスワード等）の郵送が出来ま

せんので、申し込み、入金ともに期日を厳守してください。

Web 登録受付は 8月頃の開始を予定しております。参加申

し込みの日程等の詳細につきましては、後日、IAP 日本支部

ホームページ（www. iapjapan.org）、News Bulletin、NEWSLETTER

にてお知らせいたします。

昨年のスライドセミナー参加者の声（アンケート結果）

 ・熱意ある講義で楽しかった

 ・難しい内容を適切な症例で解説されてよかった

 ・本で読んでもわからないことが理解できた

 ・丁寧に説明してもらって大変勉強になった

など、多数の参加者から賞賛の声を頂きました。

今年も多くの方の御参加をお待ち申し上げます。

連絡先

IAP日本支部教育委員長　長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学分野

〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1

TEL：03-3342-6111　FAX：03-3342-2062

E-mail：pathol-1@tokyo-med.ac.jp（事務担当　田中・篠田）

埼玉医科大学国際医療センター

病理診断部　新井栄一

皮膚病理について自己流でしか勉強

してこなかったという方を対象に、日

常診療で遭遇しやすい重要疾患の診断

へのアプローチ（角質から皮下脂肪織

まで所見を拾いながら）の仕方と、知っ

ておきたいポイントおよび鑑別疾患について説明する。（1）

日光角化症：（DD）ボーエン病、老人性色素斑、悪性黒子 .（2）

線維形成性基底細胞癌：（DD）線維形成性毛芽腫、微小嚢胞

性汗腺癌 .（3）ケラトアカントーマ：（DD）疣贅、反転性毛

包角化腫、扁平上皮癌 .（4）汗孔腫：真皮内汗管腫瘍を含む

4亜型；クチクラの atypical change；（DD）汗腺腫 .（5）乳

房外パージェット病 :：（DD）in situ 悪性黒色腫 , Pagetoid ボー

エン病 .（6）脂腺腫：（DD）脂腺腺腫、脂腺癌、脂腺細胞伴

う基底細胞癌 ,（7）足底の早期悪性黒色腫：切り出し方、所

見の取り方、特染 order,（8）偽リンパ腫性毛包炎：（DD）皮

膚偽リンパ腫（皮膚リンパ球腫）、皮膚低悪性度リンパ腫 ,（9）

皮膚線維腫：多様な亜型、（DD）DFSP, 過形成瘢痕 ,（10）

粘液線維肉腫：診断のポイントと皮膚科検体で大事な

sarcoma について

「皮膚の腫瘍性疾患…上から下まで
所見をとりながらのアプローチと鑑別診断」

新井栄一先生
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名古屋第一赤十字病院　伊藤雅文

骨髄病理診断は、比較的多くの病理

医に取って苦手な領域である。臨床現

場は血液細胞学的診断で進んでいくた

め、あまり困らないことが多い。日常

病理診断での症例は多いが、病理医が

積極的に立ち向かい難い領域でもある。

その一方でMDSやMPN（骨髄増殖性腫瘍）では、病理診断

の重要性が指摘され、骨髄病理診断が必須とされる領域も増

えている。今回のスライドセミナーでは、骨髄病理診断に対

する苦手意識からの脱却を最大の目的とし、正常（生理的）

造血から、異常造血（造血不全）、造血器腫瘍まで、比較的

頻度の高い疾患を中心に解説する。骨髄病理診断の基本的な

考え方が、細胞学的視点とディメンジョンの違いであること

を理解していただけるように、症例を選択し、解説する。

テーマ：乳腺病理ふぁんだめんたる講座

日時：2018 年 6 月 21 日（木）19：20 ～ 20：50

会場： F 会場（ロイトン札幌 2 階エンプレスホール） 

（事前申し込みは不要）。

内容：モデレーター：松原　修（IAP日本支部東京事務局）

 ・ 乳腺腫瘍の組織分類：過去・現在・未来 

森谷卓也　川崎医科大学病理学教室／ IAP日本支部　広

報委員長

 ・ 乳がんのバイオマーカー：最新の動向 

三上芳喜　熊本大学医学部附属病院病理部／ IAP日本支

部　理事

 ・ IAP 日本支部の紹介と世界での役割 

小田義直　九州大学大学院医学研究院形態機能病理学／

IAP日本支部　常任幹事

＊軽食を準備します（数に制限あり）。

日時：2018 年 10 月 14 日（日）-19 日（金）

場所： King Hussein Bin Talal Convention Centre, Sweimeh, 

Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

カンファレンスで口演発表する日本側の 5症例を公募しま

すので病理診断学的に興味深い症例の準備をお願いいたしま

す。台湾側の公募スケジュールは以下のようになっています

が、福岡事務局で一括して受付致します。8月末日までにA4

半ページ程度の抄録を付けてHE標本とともに IAP日本支部

福岡事務局までお送り下さい。応募症例の中からこの 5症例

は事務局側で選考させていただき、採択されなかった症例は

ポスター発表となります。皆様の積極的な応募をお願い申し

あげます。

September 7th：Please reply with the following information

（1）The name of the case presenters

（2） The name of the poster presenters and the title of the 

posters

（3）List of participants and accompanying persons

（4）Hotel booking information

September 14th：Please reply with the following information

（1）Short history of each case

（2） Please collect and send out the glass slides to us for the 

Taiwanese discussants

（3） We will provide the link for our virtual slides and send 

out the glass slides for the Japanese discussants

September 21st：Please reply with the following information

（1）Abstract of the poster for program book preparation

日時：2018 年 11 月 24 日（土）

場所：広島国際会議場，広島市

会　長： 谷山清巳（国立病院機構呉医療センター・中国がん

センター院長）

副会長： 安井　　弥 

（広島大学大学院医歯薬保健学研究院分子病理学）

＊内容詳細は 8頁をご覧ください。

日時：2019 年 3 月 16 日（土）-22 日（金）

骨髄病理の基礎と診断

伊藤雅文先生

Upcoming Meeting

IAP日本支部主催コンパニオンミーティング
（於第107回日本病理学会総会）

森谷卓也先生 三上芳喜先生 小田義直先生

第 32 回 IAP Congress

第 7 回日台合同スライドカンファレンス

第 58 回 IAP日本支部病理学教育セミナー

第108回 United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting
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場所： National Harbor（Gaylord）, Maryland, USA

日時：2019 年

場所：China（Shenzhen）

日時：2020 年 8 月 29 日（土）-9 月 3 日（木）

場所： Scottish Exhibition and Conference Centre, Glasgow, 

Scotland, United Kingdom

参照URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2021 年

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

日時：2022 年 10 月 9 日（日）-14 日（金）

場所：Sydney, Australia

岡山大学，IAP 日本支部次期会長　吉野　正

IAP 日本支部 News Bulletin number 3 でお知らせしまし

たように，2021 年に第 12 回 APIAP を岡山で開催すること

になりました（大会長 吉野正，副会長 清川貴子）。この会が

日本で開催されるのは初めてのことです。開催の詳細な期日

や内容については現在検討中であり，後日あらためてお知ら

せ致しますが，皆さまのご協力とご支援を心よりお願い申し

上げます。

 

▷ 会員に電子メールNEWS LETTERを配信しています。内

容は学会活動の報告や国際会議、セミナー案内等。現在 E

メールアドレスを登録している会員は約 90%です。未登録

の方は東京事務局へ連絡ください。

▷  2018 年の年会費請求書を昨年 12 月に郵送しましたが、未

払の方は早目に納入してください。

▷ 春より所属が変わる、または、郵送先の変更を希望の会員

は、マイページにて手続きをしてください。

福岡事務局

小田　義直、魚返　有里

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

Email：fukuoka.office@iapjapan.org

東京事務局

松原　修、大谷　茉子

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引

1コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2コースを受講す

る場合

会員　入会金・年会費 7,000 円 +受講料 25,000 円

=計 32,000 円

非会員　受講料＝ 38,000 円

6,000 円（2年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-

1 冊の年間購読料 約$99 ～、年により変動あり

4．IAP日本支部・IAP本部の会報　News Bulletin

5． スライドセミナー 3年経過したものをHP上でハンドアウ

ト公開（予定）

6． 国際学会の情報取得

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/日韓合同スライドカンファ

ランス /日台合同スライドカンファランスなど

第 11 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第 33 回 IAP Congress

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第 34 回 IAP Congress

第 12 回アジア太平洋 IAP（APIAP）
を岡山で開催

事務局よりお知らせ

IAP日本支部会員になろう！
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一般会員 シニア会員ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上の現会員希望者

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します

* 申請方法：HPのMembership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へEメールにて申請してくださ

い

国 際 病 理 ア カ デ ミ ー 日 本 支 部 Japanese Division of 

International Academy of Pathology（JDIAP）は、日本病理

学会と連携しながら国際交流を通して本邦の病理診断学の振

興をはかるために様々な活動を行っています。その中で代表

的なものとしては、日本病学会秋期特別総会にあわせて開催

する病理学教育セミナー（病理診断講習会およびスライドセ

ミナー）、日本・韓国合同スライドセミナー、日本・台湾合

同スライドセミナー、などの生涯教育の提供が挙げられます。

2017 年からは主に若手病理医を対象とした「ふぁんだめんた

る」病理診断講習会を始めました。また、卓越した業績を残

した若手病理医には毎年病理診断学術奨励賞を授与していま

す。JDIAP に入会することのメリットとして、（1）病理学教

育セミナーの受講料や米国・カナダ病理学会の機関誌である

Modern Pathology、Laboratory Investigation の購読料など

の割引、（2）JDIAP を通して様々な講習会、学会に関する情

報が直接得られること、（3）国内外の病理医と親交を深める

機会が数多く得られること、などが挙げられます。たとえば、

米国・カナダ病理学会では毎年日本からの参加者と在米の病

理医、その他 JDIAP と親交がある世界各国の病理医が集う

懇親会である「Japan Night」を開催しています。JDIAP の

会員となることによって、国際的な視野と識見を兼ね備えた

病理医となることができると期待されます。

新入会員はこの 3年間に急増しており、2017 年には新たに

85 名の新入会員をお迎えし、会員数は 923 名を数えています

（2017 年 10 月 20 日現在）。より多くの病理医の方々に本学会

の趣旨に賛同し、会員として加わっていただくことで、

JDIAP は今後大きく発展し、多くの情報発信を日本から行っ

ていくことが可能となります。2021 年には岡山でアジア太平

洋 IAP（APIAP）の開催が予定されています。また、現在

JDIAP は 2024 年の国際学会の誘致を目指して活動を進めて

います。そのためには多くの病理医の方々の協力が不可欠で

す。既に会員となっている方々には、同僚や近隣の病理医の

方々にお声がけをいただくようお願いいたします。是非、

JDIAP にご入会ください！

本年度より賛助会員として上記の 7社に入会いただきまし

た。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを紹介

させていただいております。ご協力に大変感謝致します。会

員の皆様、当学会の活動に賛同いただけれるその他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　清川貴子

委　　員　 久岡正典 

三上芳喜

JDIAP賛助会員


